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は じ め に 、 目 的
生 活 保 護 、 医 療 要 否 意 見 書 の 審 査 を 行 っ て い

る 。

こ れ ま で 医 療 研 で 以 下 の 発 表 を 行 っ た
2 0 2 1 年 生 活 保 護 医 療 要 否 意 見 書 記 載 で の

主 治 医 の 役 割
2 0 2 2 年 生 活 保 護 医 療 要 否 審 査 で の 患 者 実

態 調 査

生 保 利 用 者 の 健 康 を 維 持 す る こ と , 医 療 を 必 要
に 応 じ て 利 用 す る こ と は 大 変 重 要 で あ る

審 査 を 通 じ て 、 医 師 の 役 割 、 課 題 に つ い て 問
題 提 起 す る 。

書 類 の 原 文 の 言 葉 を 用 い ち る 用 に 指 定 い る が 、 個 人 情 報 保
護 、 状 況 説 明 の た め 、 一 部 修 文 し て い る も の も あ る 。
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事 例 １ 〇 7 0 代 、 男 性 、 単 身 生 活
患 者 概 略
生 活 状 況 本 人 は 単 身 生 活 を 希 望 。 妹 よ り 限
界 に 近 い の で は な い か と 相 談 あ り 。
要 望 事 項 独 居 の 可 否 に つ い て の 問 い 合 わ せ 。
【 医 療 機 関 記 入 】
傷 病 名 ア ル コ ー ル 依 存 症 、 肝 硬 変 、 腎 不 全 。
病 状 ア ル コ ー ル 依 存 症 は 断 酒 が 続 い て い る
が 、 肝 硬 変 ・ 腎 不 全 は 末 期 の 状 態 。 透 析 必 要
で あ る が 、 現 在 の 生 活 状 況 で は 透 析 開 始 困 難 。
治 療 方 針 、 回 復 の 見 込 み 回 復 の 見 込 み は な
く 、 透 析 の 可 能 性 も あ る 、 施 設 入 所 し 安 定 し
た 医 療 が 必 要 で あ る 。
独 居 の 可 否 、 お よ び そ の 理 由 介 護 サ ー ビ ス
利 用 や 妹 の 世 話 が あ っ て も 、 限 界 の 状 態 。 病
状 悪 化 に よ り 、 独 居 継 続 は 困 難 。
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平 成 2 0 年 か ら 長 く 通 っ て い る 患 者 。 当 時 は
重 度 の ア ル コ ー ル 依 存 症 。 断 酒 会 に 通 い 、 現
在 は 断 酒 が 続 い て い る 。 た だ し ア ル コ ー ル 依 存
に よ り 肝 硬 変 発 症 し 、 現 在 は 末 期 の 状 態 。 腎
不 全 に よ る 腎 機 能 低 下 も 著 し く 、 数 値 的 に は
透 析 開 始 も 近 い 。 自 力 歩 行 や 起 居 動 作 も 不 安
定 で 、 受 診 も 妹 の 援 助 が 必 要 。 認 知 症 の 症 状
も 進 ん で 、 自 発 的 な 発 言 は ほ と ん ど な い 。
以 上 よ り 、 施 設 入 所 が 望 ま し い 状 況 。

【 保 護 課 記 入 】
地 区 担 当 員 の 意 見 主 治 医 意 見 に 基 づ き 、 施
設 入 所 を 認 め る 。

コ メ ン ト 生 活 状 態 、 病 歴 、 病 状 が 記 載 さ れ 、
審 査 可 能 査 。
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事 例 ２ ● 女 性 、 ８ ０ 才 代 。
患 者 概 要
生 活 状 況 要 介 護 １ ， 介 護 セ ー ビ ス を 利 用
要 望 事 項 あ ん 摩 マ ッ サ ー ジ に よ る 施 術 の 必 要 性
に つ い て 。
【 医 療 機 関 記 入 】
傷 病 名 脳 梗 塞 、 2 型 糖 尿 病 、 脂 質 異 常 症 、 高 血 圧
症 。
症 状 一 進 一 退 。 血 液 検 査 は コ ン ト ロ ー ル 良 好 。
治 療 方 針 、 回 復 見 込 み 内 服 薬 、 定 期 採 血 、 採 尿
の 継 続 が 必 要 。
あ ん 摩 ・ マ ッ サ ー ジ の 必 要 性 な し 。
【 保 護 課 記 入 】
地 区 担 当 員 の 意 見 主 治 医 は 必 要 な し と 。 現 時 点
の 給 付 期 間 ま で と し 、 以 降 の 給 付 は 中 止 。

コ メ ン ト 生 活 状 況 、 病 歴 が 示 さ れ ず 、 根 拠 が 示
さ れ て い な い 。
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事 例 ３ 〇 5 ０ 才 代 、 女 性 。
患 者 概 略
生 活 状 況 子 宮 全 摘 術 後 。 末 期 の た め 在 宅 緩 和 ケ ア の 訪
問 診 療 。
要 望 事 項 あ ん 摩 マ ッ サ ー ジ の 必 要 性
【 医 療 機 関 記 入 】
傷 病 名 子 宮 内 膜 が ん
症 状 多 発 性 肝 転 移 増 大 を 確 認 。 全 身 状 態 は 徐 々 に 低 下 。
治 療 方 針 、 回 復 の 見 込 み ホ ル モ ン 療 法 は 中 止 。 今 後 は
在 宅 緩 和 ケ ア 。
あ ん 摩 マ ッ サ ー ジ の 必 要 性 あ り 。 投 薬 等 効 果 ： 不 良 。
慰 安 目 的 ： な し 。
必 要 性 の 理 由 リ ン パ 浮 腫 、 筋 力 低 下 、 内 閉 鎖 筋 転 移 、
大 腿 骨 浸 潤 あ り 。 下 肢 の し び れ 、 関 節 拘 縮 、 疼 痛 強 く 、
薬 剤 に よ る 症 状 の 緩 和 が 困 難 。
【 保 護 課 記 入 】
担 当 員 の 意 見 給 付 。 公 共 交 通 機 関 利 用 困 難 な た め 、 往
療 。
コ メ ン ト 利 用 者 の 病 状 を 把 握 し 、 分 か り や す い 説 明 で
あ る 。
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事 例 ４ 〇 8 0 才 代 、 女 性 。 高 齢 者 単 身 世 帯 。
患 者 概 略
生 活 状 況 （ 記 載 な し ）
要 望 事 項 施 設 等 の 入 所 に つ き 、 具 体 的 な 理 由 を 添 え て 。
【 医 療 機 関 記 入 】
傷 病 名 廃 用 症 候 群 、 難 聴 、 認 知 症 、 糖 尿 病 。
症 状 左 大 腿 骨 骨 折 手 術 後 、 歩 行 障 害 あ り 、 廃 用 症 候 群 改 善 し
な い 。 廃 用 症 候 群 出 現 後 、 一 人 暮 ら し で 認 知 機 能 低 下 。
治 療 方 針 、 回 復 の 見 込 み 介 護 サ ー ビ ス 、 リ ハ ビ リ を 継 続 し 、
進 行 を 抑 え た い 。
施 設 等 へ の 入 所 入 所 が 必 要 。 必 要 な 時 期 は 直 近 。
理 由 一 人 暮 ら し （ 外 階 段 の ア パ ー ト 2 階 に 在 住 ）。 子 息 が 週
１ 回 程 度 訪 問 。 何 度 か 転 倒 （ ２ ０ １ ８ 年 に は 大 腿 骨 骨 折 ）。 糖 尿
病 の 食 事 療 法 が 入 所 で 改 善 。 リ ハ ビ リ 継 続 、 転 倒 後 早 期 発 見 可
能 。
そ の 他 施 設 入 所 が 望 ま れ る 。 該 当 し な い 場 合 、 １ 階 の 住 居 に
転 居 を 。
【 医 療 機 関 記 入 】
地 域 担 当 員 の 意 見 主 治 医 の 意 見 に 基 づ き 、 施 設 入 所 に 係 る 支
援 。

コ メ ン ト 主 治 医 が 病 状 、 生 活 状 況 を よ く 把 握 し て い る 。
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事 例 ５ ● 女 性 、 就 労 継 続 支 援 B 型 に て 就 労 中 。
患 者 概 略
生 活 状 況 就 労 継 続 支 援 B 型 で 就 労 中 。「 網 膜 剥 離 の 病 状 が 障 害 加 算
の 条 件 に 合 致 す る か 同 か 調 べ て ほ し い 」 と 相 談 。
要 望 事 項 身 体 障 碍 者 手 帳 及 び 障 害 年 金 の 回 答 可 能 性 、 就 労 の 可 否 。

【 医 療 機 関 記 入 】
傷 病 名 右 網 膜 剥 離 。 症 状 ： 視 力 障 害 、 複 視 。
治 療 方 針 等 経 過 観 察 。
就 労 の 可 否 就 労 可 、 一 般 労 働 が 可 能 。
配 慮 す べ き 点 症 状 あ り 、 職 種 に よ っ て は 仕 事 上 支 障 が あ る 可 能 性 あ
り 。
他 法 関 係 障 害 者 手 帳 該 当 可 能 性 ： な し 。 障 害 年 金 該 当 可 能 性 ： な し
【 保 護 課 記 入 】
地 区 担 当 員 の 意 見 身 体 障 碍 者 手 帳 、 障 害 年 金 と も に 該 当 可 能 性 「 な
し 」 を 確 認 。 就 労 は 「 一 般 就 労 可 」 だ が 、 主 は て ん か ん 等 で 精 神 科 通
院 も あ り 、 増 収 指 導 は 、 他 医 療 機 関 へ 調 査 を 依 頼 し た う え で 検 討 。

コ メ ン ト
① 主 治 医 は 、 精 神 科 通 院 に つ い て 把 握 し て い る だ ろ う か ？
② 患 者 概 況 の 生 活 状 況 に 、精 神 科 通 院 状 況 に つ い て 記 載 が 必 要 で あ る 。
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事 例 ６ ● 男 性 、 6 0 才 代
患 者 概 況
生 活 状 況 疼 痛 、 高 血 圧 、 糖 尿 病 で 通 院 中 。 疼 痛 改 善 の た め 神 経 刺 激
ｼ ｽ ﾃ ﾑ の 術 後 。
要 望 事 項 あ ん 摩 ・ マ ッ サ ー ジ の 施 術 の 要 望 あ り 。 適 用 可 否 。
【 医 療 機 関 記 入 】
傷 病 名 脳 出 血 後 遺 症 、 視 床 痛
症 状 右 片 麻 痺 、 自 立 歩 行 困 難 。 視 床 痛 あ り 、 右 半 身 が 痛 く 、 A D L 制
限 が 強 い 。
治 療 方 針 、 回 復 の 見 込 み 薬 物 療 法 、 痛 み の コ ン ト ロ ー ル 難 し い 。
あ ん 摩 ・ マ ッ サ ー ジ の 必 要 性 必 要 性 あ り 、 投 薬 必 要 、 慰 安 目 的 あ り 。
必 要 性 の 理 由 視 床 痛 に て 右 半 身 の 痛 み が 強 く 、 A D L 制 限 あ り 。 薬
物 療 法 に て 改 善 が 困 難 。
往 療 の 必 要 性 あ り 。 理 由 : 歩 行 が 困 難 。
【 保 護 課 記 入 】
地 区 担 当 員 の 意 見 必 要 性 が あ り 、投 薬 治 療 で コ ン ト ロ ー ル が 難 し く 、
慰 安 目 的 で な い こ と を 確 認 。 費 用 、 往 診 に つ い て 扶 助 す る 。

コ メ ン ト 生 活 保 護 で は 、 慰 安 目 的 の あ ん 摩 ・ マ ッ サ ー ジ は 対 象 外 で
あ る 。 主 治 医 の 調 査 で は 、「 慰 安 目 的 あ り 」 で あ っ た が 、 担 当 員 が 「 慰
安 目 的 な し 」 を 確 認 し 、 費 用 を 扶 助 す る こ と と な っ た 。
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事 例 ７ ○ 女 性 、 5 0 才 代 。
患 者 概 略
生 活 状 況 ク リ ー ニ ン グ 店 で 就 労 中 。 年 末 多 忙 、 他 従 業 員 が 長
期 休 暇 で 、 業 務 量 が 増 え 、 膝 や 腰 に 痛 み が 増 え た 。
要 望 事 項 令 和 5 年 ＊ 月 の 受 診 日 数 2 1 日 、 前 月 と 前 々 月 の 受 診 日
数 は 4 8 日 。 頻 回 受 診 に 該 当 す る か 。
註 ） 頻 回 受 診 者 ： 同 一 月 内 に 同 一 診 療 科 目 を 1 5 回 以 上 受 診 し て い る

場 合 で 、 前 月 と 前 々 月 の 通 院 日 数 の 合 計 が 4 0 日 以 上 と な る 者 。
【 医 療 機 関 記 入 欄 】
傷 病 名 両 膝 変 形 性 関 節 症 、 両 上 腕 骨 外 側 上 顆 炎 、 腰 椎 変 形 性
脊 椎 症
症 状 両 膝 、 両 肘 、 腰 部 の 痛 み に 、 投 薬 ・ 理 学 療 法 等 に て 加 療 。
体 に 負 荷 が か か る と 症 状 は 増 強 す る 。 頚 肩 部 に も 痛 み が あ る 。
治 療 方 針 、 見 込 み 現 在 の 治 療 を つ づ け 、 症 状 の 軽 減 を は か る 。
頻 回 受 診 の ご 見 頻 回 受 診 と は 認 め ら れ な い 。 仕 事 の 負 荷 が 多
く 症 状 増 強 す る た め 、 受 診 が 頻 回 と な っ た 。
【 保 護 課 記 入 】
地 区 担 当 員 の 意 見 年 度 末 仕 事 が 忙 し く 、 体 の 負 担 が 多 く な っ
た 。 そ の 後 は 受 診 回 数 減 少 し て い る 。

コ メ ン ト 主 治 医 が 患 者 の 生 活 状 況 を 把 握 。
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事 例 ８ ● 男 性 、 7 0 才 代 。
患 者 概 略
生 活 状 況 要 介 護 ① 。 ヘ ル パ ー の 補 助 で 生 活 出 来 て い る 。 A D L 低
下 し 、 歩 行 困 難 、 日 常 的 に 失 禁 す る こ と 多 い 。
要 望 事 項 施 設 等 へ の 入 所 の 要 否 と そ の 理 由 に つ い て 。
【 医 療 機 関 記 入 】
傷 病 名 変 形 性 脊 椎 症 、 頭 部 外 傷 後 遺 症 。
病 状 一 進 一 退 。 腰 痛 ・ 右 不 全 麻 痺 あ り 。
治 療 方 針 ・ 見 込 み 外 来 で の 投 薬 加 療 。
通 院 状 況 3 月 に 1 回 。 そ の 後 な し 。
施 設 へ の 入 所 不 必 要 （ 独 居 可 ）。 腰 痛 に 関 し て は 安 定 し て い る 。
そ の 他 腰 痛 以 外 つ い て は 、 内 科 主 治 医 に ご 確 認 を 。 介 護 の 必
要 度 は 上 が っ て き て い る 、 区 分 変 更 の 御 検 討 を 。
【 保 護 課 記 入 】
地 区 担 当 員 の 意 見 今 回 の 病 状 調 査 で は 、 施 設 入 所 等 は 不 必 要
と の 解 答 を 得 た 、 主 の A D L は 著 し く 低 下 し て い る 傾 向 に あ る 、 今
後 も 生 活 状 況 の 把 握 に 努 め 、 施 設 入 所 に つ い て 検 討 し て い く 。

コ メ ン ト 多 疾 患 、 複 数 医 療 機 関 受 診 者 。 通 院 状 況 を 考 え る と 、
中 心 的 な 主 治 医 の 確 認 が 必 要 。
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事 例 ９ ● 女 性 、 4 0 才 代 、 単 身 世 帯
患 者 概 略
生 活 状 況 R 5 . 6 ＊ ＊ 市 よ り 、 自 費 転 居 。 室 内 は 荷 解 さ れ 清 潔 。
特 記 ・ 要 望 事 項 就 労 可 能 性 確 認 。
【 医 療 機 関 記 入 欄 】
傷 病 名 不 眠 、 頭 痛 、 眼 の 痛 み
症 状 不 眠 、 頭 痛 、 目 の 痛 み
治 療 方 針 。 回 復 の 見 込 み ゾ ル ヒ デ ム 、 フ ル ニ ト セ パ ム の 処 方
通 院 状 況 （ 直 近 3 ヶ 月 ） 8 月 2 回 、 7 月 1 回 、 1 月 1 回
就 労 の 可 否 就 労 不 可 → 当 面 不 可 ( 1 年 以 上 ）
＊ 就 労 の 可 否 に つ い て の 医 学 的 判 断 に 基 づ く 理 由
（ 記 載 な し ）
【 保 護 課 記 入 欄 】
地 区 担 当 員 の 意 見 就 労 不 可 と の 意 見 の た め 、 就 労 指 導 は 行 わ
ず 、 療 養 に 専 念 。

コ メ ン ト 今 後 の 回 復 見 込 み 、 就 労 の 可 否 に つ い て の 医 学 的 判
断 に 基 づ く 理 由 の 記 載 な く 、 就 労 の 判 断 で き ず 。 再 調 査 と し た 。
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事 例 １ ０ ● 男 性 、 4 0 才 代 、 成 年 後 期 ､ 単 身 世 帯
患 者 概 略
生 活 状 況 R 5 . 6 . 雇 用 条 件 が 合 わ ず 退 職 。 本 人 は 運 転 の 仕 事 を 希 望 。
特 記 ・ 要 望 事 項 就 労 可 否 。 就 労 程 度 の 程 度 の 問 い 合 わ せ 。
【 医 療 機 関 記 入 欄 】 記 載 年 月 日 R 5 . 9 .
傷 病 名 心 室 頻 拍
症 状 も と も と 、 ＊ ＊ ＊ ＊ セ ン タ ー で 意 識 消 失 発 作 あ り 、 加 療 を 受 け て い
た 。
治 療 方 針 。 回 復 の 見 込 み R 5 . 6 . 、 ＊ ＊ 市 立 病 院 へ 。 ア ブ レ ー シ ョ ン の 可 能
性 に つ き 紹 介 し た 。
通 院 状 況 （ 直 近 3 ヶ 月 ） （ 記 載 な し ）
就 労 の 可 否 就 労 不 可 → 当 面 不 可 ( 1 年 以 上 ）
＊ 就 労 の 可 否 に つ い て の 医 学 的 判 断 に 基 づ く 理 由 意 識 消 失 の 原 因 が 取 れ
な い う ち は 、 運 転 業 務 は 無 理 と 指 導 し た 。
【 保 護 課 記 入 欄 】
地 区 担 当 員 の 意 見 心 室 頻 拍 に よ り 当 面 就 労 不 可 と の 御 意 見 の た め 、 就 労
指 導 は 行 わ ず 、 療 養 に 専 念 。 ま た 、 ” 意 識 消 失 の 原 因 が 取 れ る う ち は 、 運
転 業 務 は 不 可 ” と の こ と で あ る た め 、 運 転 業 務 は 厳 禁 で あ る こ と を 、 主 に
継 続 し て 説 明 。

コ メ ン ト 現 在 通 院 中 で な い 医 師 へ の 実 態 調 査 に な っ た 。 現 在 知 る 限 り の
情 報 で 判 断 し た も の と 思 わ れ る 。 ＊ ＊ 市 立 病 院 へ 調 査 を 指 示 。
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事 例 １ １ ● 女 性 、 3 0 才 代
患 者 概 略
生 活 状 況 （ 記 載 な し ）
要 望 事 項 就 労 指 導 の 可 否 を 判 断 す る 必 要 あ り 、 病 状 、 就 労 に 関
し て 。
【 医 療 機 関 記 入 欄 】
傷 病 名 乳 房 癌
病 状 3 月 、 乳 房 の 腫 瘤 を 自 覚 。 同 5 月 上 旬 、 K ク リ ニ ッ ク 受 診 し 、
左 乳 癌 。 6 月 上 旬 、 T 大 学 病 院 受 診 。 術 前 化 学 療 法 を 6 月 末 開 始 。
治 療 方 針 、 回 復 の 見 込 み 化 学 療 法 継 続 。 回 復 の 見 込 み は 、 化
学 療 法 、 手 術 の 結 果 次 第 。
通 院 状 況 、 頻 度 、 態 度 問 題 な し
就 労 の 可 否 就 労 不 可 ： 今 後 8 ヶ 月 程 度 で 就 労 可
理 由 化 学 療 法 中 で あ り 、 副 作 用 が 懸 念 さ れ る た め 。 経 過 次 第
で は 敬 老 が 可 能 と な る 場 合 あ り 。
【 保 護 課 記 入 欄 】
地 区 担 当 員 の 意 見 現 時 点 で は 就 労 指 導 は 実 施 し な い 。 8 ヶ 月 後
に 再 度 病 状 調 査 を お こ な う 。
コ メ ン ト 生 活 状 況 に つ い て 記 載 な し 。 担 当 員 の 問 題 で あ る が 、 主
治 医 も 関 心 を 持 っ て ほ し い 。
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結 語
① 主 治 医 は 、 家 族 環 境 を ふ く め た 生 活 状 況 に つ い て の 把 握 が 必
要 で あ る 。

② 複 数 科 受 診 例 で は 、 受 診 全 体 の 把 握 が 必 要 で あ る 。

③ 生 活 保 護 の 制 限 さ れ た 医 療 に つ い て 、 知 っ て い る 必 要 が あ る
が 、 そ の 機 会 が 設 け ら れ て い な い ｡ 例 え ば 、 あ ん 摩 ・ マ ッ サ ー ジ 、
頻 回 受 診 。

④ 患 者 実 態 調 査 な ど の 書 類 作 成 は 、 主 治 医 と 保 護 課 の 地 区 担 当
者 の 協 働 作 業 と と ら え 、 地 区 担 当 員 の 生 活 状 況 、 他 科 受 診 に 付
い て の 情 報 提 供 が 重 要 で あ る 。 同 時 に 、 主 治 医 も 自 ら そ れ ら の
把 握 に 努 め た い 。

⑤ 多 く の 場 合 、 地 区 担 当 員 は 主 治 医 の 判 断 を 尊 重 し て い る 。 利
用 者 が 必 要 な 医 療 を う け る た め に 、 主 治 医 の 役 割 は 大 き い 。

⑥ 多 科 利 用 者 に 対 し 主 た る 主 治 医 を 位 置 づ け る こ と は 重 要 で あ
る 。 診 断 書 を 書 く 場 合 に 確 認 を 求 め 、 書 類 代 で 位 置 づ け る こ と
は 考 え ら れ な い か 。

⑦ 医 療 用 費 意 見 書 の 有 料 化 を 求 め る 。


